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 金子 修 
 
2011 年（平成 23 年）7月に教育研究技師部が発足してから 8年半が経ち、2018 年度に引
き続きまして、教育研究技師部年報（2019 年度報告）を刊行します。 
振り返りますと、1991 年に技師部が正式に発足され、1995 年（平成 7 年）に「電気通信
大学技術報告集」が初めて刊行されました。その後、2001 年（平成 13 年）に技師部が実質
的な独立組織として創設されたのを機に「記念特集号」が 2002 年に発刊され、それ以降
は、年度毎に「技術報告」として刊行が続けられてきました。その間に国立大学の法人化
（2004 年）、本学学部の改組、教員の一元化（2010 年）、学域制のスタート（2016 年）と大
きな改革が進められ、本学の技師部においても 2011 年（平成 23 年）7 月に新たに教育研究
技師部が発足しました。そして、中断していた「技術報告」も「教育研究技師部年報」とい

























２．２ 所属教育研究技師（2019 年度） 
 
髙田 亨  統括学術技師 
 
荒川欣吾  主任学術技師 
石井和広  主任学術技師 
竹内純人  主任学術技師 
早川義彦  主任学術技師 
矢﨑和幸  主任学術技師 
 
青木 猛  学術技師(技術主査) 
齋藤 悟  学術技師(技術主査) 
仙北谷直美 学術技師(技術主査) 
山口昭男  学術技師(技術主査) 
 
大家明広  学術技師 
大西邦弘  学術技師 
落合隆夫  学術技師 
梶川竜義  学術技師 
神水 摂  学術技師 
小林利章  学術技師 
笹倉理子  学術技師 
島 浩一  学術技師 
島崎俊介  学術技師 
菅 虎雄  学術技師 
田幡秀典  学術技師 
奈良岡雅人 学術技師 
藤本 甫  学術技師 
桃井恵美  学術技師 
和田紀子  学術技師 
 
金子克己  再雇用教育研究技師 
服部修二  再雇用教育研究技師 
水谷孝男  再雇用教育研究技師 












３．１ 職員研修  
 
２０１９年度職員研修 
日  時：2019 年 9 月 26 日(木) 13：30 ～ 15：30 
主  催：教育研究技師部 
共  催：大学教育センター 
学生支援センター 
実験実習支援センター 






















  岡田英孝先生（共通教育部健康・スポーツ科学部会） 
  松木利憲先生（共通教育部キャリア教育部会） 
  大内佑子先生（障害学生支援室） 



















第 7 回 実験実習研究会 
主  催：教育研究技師部、実験実習支援センター 
共  催：大学教育センター 
     学生支援センター 
日  時：2019 年 9 月 26 日(木) 10:00 〜 11:15 
会  場：東 3号館 3 階 301 教室 
テーマ ：学生はどのように学ぶか(6) 
     学生が主体的に学ぶための仕掛けと試み 




 10:00〜10:10 主催者挨拶 
 10:10〜10:40 "つかみどころのない"学生とのコミュニケーション 
－近頃出会う III 類型を中心に－ 
学生何でも相談室 阿部朋典先生 








" つかみどころのない" 学生とのコミュニケーション 
─ 近頃出会うIII類型を中心に ─ 








































電気通信大学学生支援センター障害学生支援室 大内 佑子 
 
自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorde; ASD），注意欠如・多動症（Attention 
Deficit / Hyperactivity Disorder; AD/HD），限局性学習症（Specific Learning  















































日  時：2019 年 11 月 21 日（木）10:00～11:10 




司会：石井 和広 主任学術技師 
10:00～10:10 開会挨拶           教育研究技師部長   山口浩一 教授 
10:15～10:40 化学系の実験実習教育支援、及び全学の安全・環境保全に関する業務 
 実験実習支援センター 菅 虎雄 学術技師 
10:45～11:10 学生実験運営 ＷＧ の発足と今後 
実験実習支援センター 〇早川義彦 主任学術技師, 
矢崎和幸 主任学術技師,落合隆夫 学術技師, 







実験実習支援センター 菅 虎雄 
 
2014 年 4 月に電気通信大学（以下,本学）に着任後,6 年目を迎え日々,業務にあたって
いる.日頃の業務内容を原点に立ち帰りながら紹介する. 
2019 年度の担当業務は, 教育業務が学生実験を前期 1 科目と後期 1 科目（各々,化学生








教育支援業務として東 6 号館化学系実験室の管理を担当している. 東 6 号館の化学系の
学生実験で使う部屋・装置は, 学生実験における利用はもちろんであるが, 授業日以外で
は, 各種測定機器などの理化学機器を基盤理工学専攻の各研究室向けに開放し, 利用してい
ただいている. 報告者はそれら実験室, 測定室関連の保守管理も担当している. また, 夏





全学業務として安全・環境保全室員, 同薬品管理部門員, 又, 衛生管理者として作業場等











出された. 特に化学物質に関する安全教育について, 学生はもちろんではあるが, 教職員に
対しても必要であり, 対応が急務であると考えられる. 




 学生実験運営 WG の発足と今後 






























部内報告会は、平成 28 年度より開始された。平成 29 年度まで技術発表会が同時期に行わ












日  時：2020 年 3 月 26 日（木）10:00～11:20 
会  場：A 棟 101 室 
司  会：竹内 純人 主任学術技師 
＜プログラム＞ 
・部内活動等報告 
 10:05 ～ 10:20 『Internet Week 2019 
 インシデント対応ハンズオン 2019 参加報告ほか 』山口昭男 技術主査 
 10:25 ～ 10:40 『教育研究技師部 年報作成について 』 
       神水 摂 学術技師 
・退職者挨拶 
 10:50 ～ 11:20                      矢崎 和幸 主任学術技師 
 
  










コースを技師 18 名で担当した。 
 
実施日時：2019 年 7 月 15 日（月祝） 







































男 40 10 10 10 8 12 13 2  13 9 12  
女 76 22 15 17 14 22 21   29 8 25 1 
合計 116 32 25 27 22 34 34 2  42 17 37 1 
小学生 男 1 0 1           
中学生 
男 5 0   1 2 4       
女 6 2 1  1 1 3       
合計 11 2 1  2 3 7       
高校生 
1 年  男 21 8 8 5 3 4 3   12 11 10  
女 13 1 3 3 1 3 3 1  2 1 2  
小計 34 9 11 8 4 7 6 1  14 12 12  
2 年  男 37 10 7 12 6 4 11 1  11 2 11  
女 22 2 3 5 5 4 7   4  4  
小計 59 12 10 17 11 8 18 1  15 2 15  
3 年  男 40 10 11 8 4 8 11 4  9 5 7  
女 6 3 3 1 3     1 1 1  
小計 46 13 14 9 7 8 11 4  10 6 8  
不明  男 3 1    1 1   3 2 3  
女 3     2 1       
合計 145 35 35 34 22 26 37 6  42 22 38  
予備校生 男 2  1 1 1         
社会人 男 1    1 1 1       
その他 女 1     1 1       

























表 1 「夏休み⼦供プログラミングワークショップ」の実施概要 
① タイトル 夏休み親子プログラミング・ワークショップ －プログラミングを始める前に－ 
対象/定員 一般市民（年長から小学2年生）とその保護者（18歳以上）/ 5組 
 日 時 2019年7月20日（土曜日）11時00分から11時45分まで 
内 容 micro:bit の画面にアイコンを使ったアニメーション表示させる体験。 
② タイトル 夏休み子どもプログラミング・ワークショップ －はじめてのmicro:bit－ 
対象/定員 一般市民（小学校3年生から6年生）/ 10名 
日 時 2019年7月20日（土曜日）13時00分から14時30分 
内 容 micro:bit の基本と、micro:bit を使って簡易なリモコンを作成しテーブルランプを操作する体験。 
③ タイトル 休み子どもプログラミング・ワークショップ － micro:bitでLEDを光らせよう！－ 
対象/定員 一般市民（小学5年生から中学生）/ 10名 
日 時 2019年7月22日（月曜日） 10時00分から12時00分、13時00分から15時00分 
内 容 小学生レベルの電気の学習をふまえて、LEDの点灯などを扱うプログラムの作成と実験に使用したLEDと粘土
とトレーシングペーパを用いて簡単なルームライトを作成する体験。 
④ タイトル 夏休み親子プログラミング・ワークショップ －プログラミングを始める前に－ 
対象/定員 一般市民（年長から小学2年生）とその保護者（18歳以上）/ 10名 
日 時 2019年12月21日（土曜日）10時00分から11時30分 







図 1 夏休みのワークショップの様⼦ 
図 2 よみうりらんどぷろぐらみんぐきょうしつ 














表 2 「⼦どもに教える⽅のためのプログラミング教室」の実施概要 
タイトル 子どもに教える方のためのプログラミング教室 
対 象 小中学校教員をされている方など、子どもの教育に携わる方、また将来携わりたい方 
定 員 20名 20名 











 （国語 / 図工）パラパラアニメを作ろう 


















施」実験・実習技術研究会 2020（2020 年 3 月 18-20 日、鹿児島大学）（https://tech.eng.kagoshima-





















に対し事例紹介や自己解決を図る手段として公  図１ トップページ 
開した。 













○ 広報活動の継続    
○ 技術的な相談や技術協力等の支援活動の




























































5.本学サイトライセンス LabVIEW のライセンス管理ならびに運営補佐 
 実際の業務では、電子回路の製作依頼や相談にとどまらず、電子回路＋αとなるような教
育研究用機器の開発相談、試作などを行っています。 










































































B&B スタイルの宿 えん 









神水 摂  島 浩一 藤本 甫  桃井 恵美

